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うに､測定は全長 4.6mm,巾 0.38mm の GaAs/AlGaAs ヘテロ接合ホール ･バーで行わ
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最初の測定に使用 した試料は､同じウエハー (Ⅳ8=5.3Ⅹ1015m-2,〃=20m2V.18-1) から作った測
定部の幅 Wが35Pmおよび15LImの標準的なバタフライ型ホール ･バー (SBH と略記)2個
である｡これらに対 して標準ホール抵抗となる試料として､電流電極幅 W =7mm,電極間距離





































流比較ブリッジ法[11,12】で比較測定することによって行う｡ このとき､試料 GBH の RH(2)/2
は電流で変化 しないから､試料 SBH の RH (4)の電流による変化が測定できる｡ 第 3図は､試
料 LC5(W-35Pm)および試料 LC7(W-15Lm)のホール抵抗の量子化値からの変化分ARH/RHと
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ホール電極の幅 p内の i番目の量子ホール系 Qiは､その幅をpQiとすると､y方向に直列内
部抵抗 rQi=PQW/pQi をもち､∬方向の電流Iによって定電圧VQi=RHQI を発生する定電圧
電源で置き換えることができる｡同様に､ホール電極の幅 p 内のj番目の散逸系 Dj は､その
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